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海岸統計から見た日本の海岸の改変

Artificial Modification of the Coastline in Japan 

based on the National Coastal Statistics 

敷田麻実*

Asami SHIKlDA 

τne ratio of arti日cial10 natural coast is considered 10 be an important index for the sludy of coastal zone 

management from an environmental point of view. The lenglh of natural co酷 tcan be used as an index showing 

the destruction of natural environment in the coas131回 neas well. The aUlhor 5uggests the usefulness of indices 

derived from national co副 alstatislicaJ dala publish吋 ev町 yearby the Ministry of Cons岡山00.'The ratio剖 d

lenglh of art出口alcoaSllines in areas 10 be prol配 led(as s戸c.日edby Ihe Coaslal Protection Law) and in other 

are錨 arepresenled in山issludy. 1羽田eindices are good indicators of the differences in arti白口almodifications 

am加 gregions in Japan. It is a開問"1白紙thestalistics can be used as a robust tool for monitoring modification 

of natural coast. However， the lack of digital statistical data hinders the analysis. Further development of the 

database is strongly recommended 

Keywords: natural coast， artificial coastline， co箇 talstatistical data 

1.はじめに

陸が海に接する場所である海岸は、生態学的に

も地理的にも特徴的な環境である。そこは陸上の

環境が海洋環境に、海洋環境が陸上の環境に互い

に影響する場所であり、周辺町海と陸を含めた空

間は、海洋環境と陸上環境の中間に位置する連帯

帯 (EcOl鵬)とLて重要な役割を負っているωω。

しかし諌早湾の干拓問題で議論されたように、 一

方で保全の必要性がありながら、沿岸の浅海干

淘や渚は、年々減少している ωω。

それは第二次大戦後、工業用地 住宅用地造成

のための埋立や、防災侵食対輩のための海岸保

全施股の股置が海岸を大きく改変したからであ

-正会員 金沢工寮大学環境ンステム工学科
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品。現在の日本の海岸は、至るところに消波埋や

コンクリ ート接岸などの人工構造物が並び、埋立

地や突堤が海に突き出している。人工構造物町

田%が直立(垂直)護岸であると言われている状

況からω、こ うした自然海岸の改変が、生態系に

与える影響も懸念される 細川。 また干潟や自然海

岸の消失が動植物の生息場所を破壊した例は、諌

早湾の干拓や、瀬戸内海のカプトガニの滅少など

数多い 叫 自然海岸の改変が、生物生産に影響を

与え、沿摩漁章の生産減少につながっているとい

う恐れもある。

こうした極立 海岸保全事業などによる沿岸

域、特に浅海部分の改変は、海岸線の改変を伴う

ので、 i年俸線から沿岸域の改変度がわかる。逆に、

海岸線の自然度を自然環境保全度とすることも可

能である。



126 

なお本報告では、海岸の改変は埋立と海岸保全

事業によって主に進むと考え、その変化が圏内で

どのように起こっているのか都道府県別に比較す

る資料として、要保全海岸、その他の海岸別の自

然海岸率 人工海岸率を都道府県別に報告する。

また今後の海岸統計の利用についても言及する。

2 海岸統計による分析

海岸法では、国土保全上防護すべき海躍を「海

岸保全区域Jに指定している。そして海岸保全区

域に、海岸保全区域に指定する白，，".要のある海岸を

加えて「要保全海岸」と定義する。またそれ以外

の海岸は「その他の海岸」に分顕している。人工

構造物がない、つまり自然海岸と考えられる海岸

はそれぞれに吉まれている。

こう した分類ごとの海岸の畏さを集計している

のが、建設省河川局が1961年(昭和36年)以降、

毎年公表している「海岸統計」である。そこでこ

の海岸統計を利用して自然海岸町長さ (r自然海

岸延長J、以下同じ。)および自然海岸宰を推定し

た。なおその計算は、敷田ー小荒井制の揮出式

に従った。この推定は、鯛査時点で入手できる最
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新の地形図の形状から海岸町種類を判別 分類し

ている環境庁の自然環境保全基礎調査「海岸調査」

(基準一定で過去3園、おおむね5年ごとに実施。

以下「海岸嗣査Jo)と一致することが確かめられ

ている。

推定白熱海鯵延長=海岸線延長 (純計、量檀分・北

方置土等は除() その他の海陽線延長

ー有摘世延長 (1檀区聞を障()+天然海占禁延長
(その他の海車線延長のー部)

推定自然海岸延長
自然海車率=ーー一一一一一一一一一 X1曲(%)

海岸楓延長

注 なお有路股延長は、平成5年度腫海岸統計までは、

fi毎摩保全縮肢の有効延長」と配般されていた.

なお、自然海岸率による表示よりも、自然海岸

の絶対的な長さで、ある地域の自然海岸度を表す

ことが適切であるという指摘があるが、関西空港

に見られる大規模人工島造成や、埋立地の前面に

新たな埋立地が造成される大阪湾の例のように、

自然海岸の減少を伴わない人工海岸の増加が起こ

ることも多い。そのため、海岸線全体に占める自

然海岸事で、沿岸域全体の自然海岸度を評価する
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図1 海岸線延長に占める人工海岸町都道府県別比率 (1993年)
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妥当性は高いと考えられる。

3.海岸統計データによる都道府県別比較

まず図1に、海岸線延長(全海岸線)に占める

人工海岸の割合を、要保全海岸とその他の海岸に

分けて示した。 この図から、 都道府県によって人

工海岸準に著しい差があることがわかる。特に富

山。霊知大阪の人工海岸率が高いことが特徴的

である。また要保全海岸での人工海岸延長が畏〈、

その他の海岸内の人工海岸延長の3倍以上になっ

ているのは、熊本。三重愛媛鳥取徳島広

島石川・敵国静岡佐賀 霊知である。逆に

岩手 神奈川沖縄 宮城東京は、その他の海

岸内の人工海岸延長が畏〈、いずれも要保全海岸

での人工海岸延長町1.5倍以上ある。
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次に図2および図3に、要保全海岸とその他の海

岸の人工化率を示した。要保全海岸に占める人工

海岸は、 3分の2の都道府県で60%を越えており、

要健全湾岸百人工{じされた割吉トー
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図2 要保全海岸の人工化宰の都道府県別比較 (1993年)
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図3 その他の海岸の人工化事の都道府県別比較 (1993年)
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いったん指定されると、海岸の人工化は着実に進

んでいくことが分かる。逆に、その他の海岸の人

工化率は都道府県による差が大きい。

このように自然海岸率の地域別の比較によっ

て、沿岸域が現在どのような状況にあるのか、マ

クロレベルで示すことができる。

なお、ここに示したデータは、最も新しい環境

庁の海岸調査が実施されている1993年のものを用

いた。

4.海岸統計利用の今後

海岸統計を利用した分析は、磯部が国内の海岸

の状況を示す際に利用している岬ほか、前出の

敷田 小荒井らがその有用性を示している。

また海岸統計は圏内海岸線の毎年の状況を示す唯

一の統計であり、海岸線の改変記録が残された数

少ない統計でもある。海岸統計の利用によって、

海岸線の歴史的変動や変動傾向が明らかになり、

沿岸域の持続的利用を考える際の重要なデータと

なりうる。

また自然海岸が残る度合いは、沿岸域の自然環

境保全度を示していると考えられる。事実、環境

庁の海岸調査は、都道府県別に海岸の人工化の進

行を比較し、身近な自然環境の変化に警鐘を鳴ら

している。しかし海岸調査は、残念ながら毎年実

施されていない。そこで、海岸調査との一致性が

高い、海岸統計による海岸線の経年的マクロレベ

ルモニタリングが、その代わりとして自然環境保

全度を示す貴重なデータになりうると考えられ

る。

もちろん海岸の自然環境保全度を正確に把握す

るには、河川の流入状況・背後地の状態などミク

ロレベルの多様な海岸情報を総合的に判断する必

要があり、海岸統計によるモニタリングでは不十

分な面もある。しかし、ミクロレベルの評価が必

要である一方で、都道府県単位のようなマクロレ

敷困

ベルで自然海岸度を評価してゆく必要もある。事

実、環境庁の海岸調査は都道府県別に自然海岸の

動向を報告し、 それらは社会的に高い関心を集め

ている。 これはある程度広い地域の環境指標が社

会的にも必要とされることを示しているのではな

かろうか。マクロレベルの評価には限界もあるが、

海岸の状況を指標として提示できる点や、海岸の

状態のマクロな変動をモニタリングできる点で

は、大きい意義があると考えられる。

しかし、このようなモニタリングツールとして

の利用価値がありながら、現実には海岸統計がデ

ジタルデータ化されていないために、詳細な比較

は最近まで手っかずであった。その原因は、デー

タ数が多いことや海摩統計の記載方法変更のため

だと層、われるが、その有用性を考えれば、デジタ

ルデータでの提供が望まれる。海摩統計を有効に

活用するには、海岸統計がデジタルデータ化され、

誰でも利用できるデ}タベースを構築することが

必要である。海岸統計の利用をさらに進めるため

に、海岸統計をデジタル化し、海岸統計データベ

ースを作成することを提言したい。
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